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決
算
認
定

   ―

一
般
会
計
に
不
適
正
処
理―

　

認
定
１
号
に
お
い
て
は
、
一
般
会
計
、
学

校
給
食
会
計
等
６
会
計
を
一
括
審
議
し
ま

し
た
が
、
収
支
に
何
ら
問
題
は
な
か
っ
た
も

の
の
、
一
般
会
計
の
一
部
に
予
算
執
行
上
不

適
正
な
予
算
費
目
（
款
）
の
流
用
が
判
明
し
、

地
方
自
治
法
に
抵
触
す
る
会
計
処
理
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
決
算
特
別
委
員
会
と
し
て
「
不

認
定
と
す
べ
き
」と
し
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

地
方
自
治
法
（
第
２
２
０
条
）
で
は
、
予

算
執
行
に
際
し
、
費
目
（
款
及
び
項
）
間
の

予
算
の
流
用
を
禁
じ
て
お
り
、
本
来
、
予
備

費
か
ら
の
支
出
か
、
補
正
予
算
で
対
応
す
べ

き
で
あ
り
、
本
会
議
に
お
い
て
も
、
委
員
会

報
告
通
り
「
不
認
定
」
と
決
し
ま
し
た
。

　

執
行
部
と
し
て
も
基
本
的
な
ミ
ス
で
あ
り
、

今
後
再
発
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
指
導
体
制

に
万
全
を
期
す
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
認
定
２
号
及
び
３
号
に
つ
い
て
は
、

原
案
ど
お
り
「
認
定
」
し
ま
し
た
。

認
定
第
１
号

  

一
般
会
計
等

　

一
般
会
計
で
は
、
収
支
額
10
億
２
０
７
万

円
で
あ
り
、
翌
年
度
繰
越
財
源
を
除
い
た
実

質
収
支
額
９
億
６
，
５
７
７
万
円
の
黒
字
で

あ
り
、
単
年
度
収
支
に
お
い
て
も
８
，
９
０

１
万
円
の
黒
字
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
普
通
会
計
決
算
全
体
で
は
、
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
会
計
、
住
宅
新
築
資
金
事

業
会
計
が
別
表
の
と
お
り
赤
字
で
あ
り
、
実

質
収
支
額
は
３
億
２
，
５
５
９
万
円
の
黒
字

と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
で
は
歳

入
面
で
徴
収
率
は
向
上
し
た
も
の
の
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
な
ど
依
然
と
し
て
医
療

費
が
増
大
し
た
こ
と
や
後
期
高
齢
者
支
援
金

の
増
な
ど
に
よ
り
、
６
億
９
，
５
２
9
万
円

の
赤
字
を
計
上
す
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

会計名 歳入 歳出 差引 結果
計会般一 101億6,323 91億6,116 10億207

不
認
定

特
別
会
計

学校給食 1億9,120 1億9,644 ▲524
住宅資金 5,961 6億9,455 ▲6億3,494
普通会計合計 104億1,404 100億5,214 3億6,189
老人保健 1,311 1,339 ▲27
国民保険 21億1,978 28億1,507 ▲6億9,529
後期高齢 1億9,515 1億9,254 261

会計名 収益 費用 差引 結果
水道事業 3億7,263 3億5,858 1,405 認定
病院事業 11億5,699 10億1,644 1億4,055 認定

〈別表〉各会計の決算状況  

財
政
健
全
化

  

判
断
比
率
等
は
向
上

　

一
般
会
計
等
の
決
算
が
黒
字
と
な
っ
た
た

め
、
一
般
会
計
等
を
対
象
と
し
た
実
質
赤

字
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
比
率
で
あ
る

「
実
質
赤
字
比
率
」
は
、
発
生
し
な
い
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
会
計
を
対
象
と
し
た
連
結
赤
字

額
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
比
率
、「
連

結
実
質
赤
字
比
率
」
も
、
前
年
度
の
６
・
58

％
か
ら
３
・
66
％
と
２
・
92
ポ
イ
ン
ト
改
善

し
ま
し
た
。

（単位：万円）

▲戸山原古墳

　

赤
字
決
算
の
主
た
る
要
因
は
医
療
費
の
増

大
で
あ
り
、
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
は
も

と
よ
り
、
全
町
民
が
健
康
に
留
意
さ
れ
、
早

期
発
見
、
早
期
治
療
に
努
め
る
よ
う
、
一
段

と
町
民
の
健
康
づ
く
り
を
進
め
る
べ
き
こ
と

を
指
摘
い
た
し
ま
し
た
。

認
定
第
２
号

  

水
道
事
業
会
計

　

水
道
事
業
会
計
決
算
で
は
、
収
益
が
３
億

７
，
２
６
３
万
円
、
費
用
が
３
億
５
，
８
５

８
万
円
と
１
，
４
０
５
万
円
の
純
利
益
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

　

年
間
降
雨
量
も
お
お
む
ね
平
均
的
で
あ
り
、

年
間
を
通
じ
て
水
道
の
安
定
供
給
が
で
き
ま

し
た
。

認
定
第
３
号

  
病
院
事
業
会
計

　

病
院
事
業
会
計
決
算
で
は
、
収
益
11
億
５
，

６
９
９
万
円
に
対
し
、
費
用
が
10
億
１
，
６

４
４
万
円
で
あ
り
、
１
億
４
，
０
５
５
万
円

の
純
利
益
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
４
月
に
予
定
し
て
い
ま
す
「
地

方
独
立
行
政
法
人
化
」
に
向
け
、
一
層
の
健

全
経
営
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

議案審議
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●
三
个
瀬
住
宅
団
地
整
備

２
，
２
０
０
万
円

●
安
宅
地
区
町
道
整
備　

１
，
３
０
０
万
円

●
園
芸
農
業
推
進
事
業　

１
，
７
０
０
万
円

●
図
書
館
管
理
シ
ス
テ
ム
更
新

１
，
３
０
０
万
円

●
留
保
財
源
の
基
金
積
立

５
億
６
，
５
０
０
万
円

国
保
会
計

２
，
２
０
０
万
円
を
追
加
し

 

総
額  
31
億
８
，９
０
０
万
円
に

子宮頸がんの予防措置実施の
推進を求める意見書の提出
●子宮頸がん予防ワクチン接種の実施
●子宮頸がん予防検診の実施
●子宮頸がん及び子宮頸がんの予防に関する
　正しい知識の普及

全会一致で可決

子宮頸がんの予防措置実施の

町営住宅家賃滞納金請求
および住宅明渡訴訟
訴訟の報告

［事 件 名］ 建物明渡等請求事件
［滞納金額］ ４４万円～１４１万円
［原　　告］ 川崎町
［被告住所］ 第二米田団地　１件 東洋団地　　１件
 西新町団地　　１件 大峰団地　　１件
 豊州団地　　　１件 上豊州団地　１件

未来の子どもたちのためにも滞納はやめよう

６
億
５
，
６
０
０
万
円
を
追
加
し
、

 

総
額 

１
０
６
億
８
，８
０
０
万
円
に

　

当
初
予
算
、
６
月
補
正
で
二
度
に
わ
た
り

減
額
修
正
さ
れ
た
魚
楽
園
史
跡
調
査
費
（
２

０
０
万
円
）
が
学
術
調
査
の
観
点
か
ら
今
回

も
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

過
去
２
回
と
同
様
、
減
額
修
正
動
議
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
が
、
修
正
案
賛
成
５
、
原
案

賛
成
12
で
、
原
案
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

○
主
な
補
正
内
容

●
高
見
団
地
払
下
げ
関
係　
　

７
０
０
万
円

一
般
会
計

原
案
可
決

補
正

予
算

過
疎
・
辺
地
計
画

関
係
条
例
を
審
査

○
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
…
修
正
可
決

　

人
口
２
万
人
を
切
っ
た
本
町
は
引
き
続
き

過
疎
団
体
に
指
定
さ
れ
、
国
か
ら
様
々
な
財

政
支
援
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
過
疎
地

域
自
立
促
進
計
画
（
平
成
22
年
度
～
27
年

度
）
を
策
定
し
議
会
の
議
決
が
必
要
で
す

が
、
議
会
は
執
行
部
原
案
の
文
言
を
一
部

修
正
し
て
可
決
し
ま
し
た
。

○
辺
地
総
合
整
備
計
画
変
更
…
原
案
可
決

　

安
真
木
地
区
は
町
内
で
も
交
通
の
便
が

悪
く
辺
地
（
辺
境
の
意
）
に
指
定
さ
れ
、

そ
の
解
消
に
努
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
回
、
計
画
に
町
道
整
備
が
追
加
さ

れ
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

○
過
疎
地
域
自
立
促
進
基
金
条
例

…
原
案
可
決

　

過
疎
法
改
正
で
建
設
事
業
以
外
に
も
過

疎
債
（
借
金
）
を
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
借
り
た
お
金
が
余
っ
た
場
合
は
貯

金
し
て
お
き
、
数
年
に
わ
た
り
使
え
る
よ

う
条
例
を
作
り
ま
し
た
。

契約締結を承認

請　　　願 請　願　者 内　　　　　　　　　　容 採決結果

教育予算の拡充
を求める意見書
の採択に関する
請願

福岡県教職員
組合田川支部
支部長    中島尚利
紹介議員  中村内廣

1．ＯＥＣＤ諸国並みのゆたかな教育環境を整備し、少人数学
級を推進すること

�．教育の機会均等と水準の向上を図るため、義務教育費国庫
負担制度の堅持とともに国庫負担割合を � 分の 1 に復元す
ること

採　　択

中小業者の自家
労賃を必要経費
として認めること
を求める意見書
に関する請願

田川民主商工会
婦人部
部長    和田ちづみ
紹介議員  中村内廣

家族従事者の労働の社会的評価、働き分を正当に認めるため、
所得税法第 56 条の廃止を求めるものである

採　　択

公共交通機関へ
の支援を含む総
合的な交通体系
の構築を求める
請願

九州旅客鉄道
労働組合
福岡地本執行委員長
　　　  岩永康志 
紹介議員  中村内廣

1．公共交通機関の安定的な運営を踏まえて、総合的な交通体
系の構築を図ること

�．高速道路等と競合し影響を受けるＪＲ、平成筑豊鉄道やバ
ス等の公共交通機関に対しては、減収補填を含め、事業者
の実情を踏まえた支援を講じること

採　　択

時
会

臨
議
　みなさんの税金が大切に活用されているか、
きちんと審査し、次の契約を承認しました。

○川崎東小学校屋内運動場改築建築主体工事
　1億6,246万円　（株）西武建設と契約
○町立病院空調設備等改修工事
　8,796万円　　  （株）中電工と契約
○消防団小型動力ポンプ積載車購入
　1,497万円　　  （株）福岡トーハツと契約

議案審議

▲高見団地
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議
会
だ
よ
り
は
議
会
と
住
民
と
を
結
ぶ
架
け

橋
と
し
て
極
め
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、

議
会
の
情
報
を
適
格
に
お
茶
の
間
に
届
け
、
住

民
が
議
会
の
動
き
に
、
な
お
一
層
の
関
心
を
持

ち
、
住
民
と
議
会
が
相
互
理
解
を
深
め
町
発
展

に
大
き
く
寄
与
し
て
い
ま
す
。
幸
い
川
崎
町
議

会
で
は
、
森
元
議
長
を
先
頭
に
議
会
改
革
に
積

極
的
に
取
り
組
ま
れ
、
す
で
に
議
会
基
本
条
例

も
制
定
さ
れ
て
お
り
、
今
や
全
国
各
地
か
ら
視

察
に
来
ら
れ
、
住
民
に
開
か
れ
た
議
会
と
し
て

大
い
に
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
１
０
０
号
を

機
に
議
会
だ
よ
り
が
ま
す
ま
す
充
実
さ
れ
発
展

さ
れ
ま
す
よ
う
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
議
会
だ
よ
り
が
、
昭
和
58
年
11

月
の
初
版
発
行
か
ら
創
刊
１
０
０
号
を
迎
え

ま
す
こ
と
は
、
本
町
議
会
に
お
き
ま
し
て
大

変
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

当
初
、
広
報
か
わ
さ
き
の
一
部
を
借
り
て

ス
タ
ー
ト
し
た
議
会
だ
よ
り
で
す
が
、
そ
の

後
、
議
員
自
ら
編
集
作
業
を
行
う
た
め
の
議

会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
の
設
置
、
内
容
を
よ

り
充
実
さ
せ
る
た
め
町
の
広
報
紙
か
ら
の
独

立
、
表
紙
の
カ
ラ
ー
化
等
を
行
い
、
よ
り
紙

面
の
充
実
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
間
27

年
間
の
長
き
に
わ
た
り
、
議
会
だ
よ
り
の
編

集
・
発
行
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
議
会

だ
よ
り
編
集
委
員
や
議
会
事
務
局
の
職
員
の

方
々
の
熱
意
と
努
力
に
対
し
、
深
く
敬
意
と

感
謝
の
意
を
表
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

本
町
議
会
は
、
平
成
20
年
度
よ
り
議
会
改

革
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
本
年
に
は
議
会
活

動
の
基
本
と
な
る
議
会
基
本
条
例
を
全
会
一

致
で
可
決
す
る
と
と
も
に
、
議
会
報
告
会
の

開
催
、
経
費
削
減
を
目
的
と
し
た
議
長
公
用

車
の
廃
止
等
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ

れ
ら
の
取
り
組
み
が
全
国
的
に
評
価
さ
れ
、

全
国
町
村
議
会
議
長
会
よ
り
表
彰
を
受
け
る

と
と
も
に
、
全
国
各
地
の
議
会
よ
り
議
会
改

革
に
関
す
る
視
察
の
申
し
入
れ
が
あ
っ
て
い

ま
す
。

　

今
後
も
議
会
の
改
革
に
努
め
、
町
民
の
期

待
に
応
え
ら
れ
る
町
政
運
営
に
心
掛
け
る
所

存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

創
刊
以
来
、
常
に
研
鑽
に
努
め
ら
れ
た
結
果
、

町
民
の
方
々
に
愛
読
紙
と
し
て
定
着
し
て
い
る

現
状
を
見
る
と
き
、
こ
れ
ま
で
編
集
に
関
わ
ら

れ
た
広
報
編
集
特
別
委
員
会
の
皆
様
、
そ
の
活

動
を
支
え
て
こ
ら
れ
た
議
員
、
議
会
事
務
局
、

そ
の
他
関
係
各
位
の
皆
様
に
、
深
甚
な
る
敬
意

を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

川
崎
町
は
、
県
内
の
町
村
で
は
最
初
に
議
会

基
本
条
例
を
制
定
し
た
最
も
先
進
的
な
議
会
の

ひ
と
つ
で
あ
り
、
議
会
活
性
化
に
対
す
る
議
員

の
真
摯
な
姿
勢
は
、
住
民
に
と
っ
て
議
会
を
、

よ
り
身
近
で
、
よ
り
開
か
れ
た
も
の
と
す
る
と

確
信
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
住
民

へ
の
情
報
発
信
機
能
を
果
た
す
「
議
会
だ
よ
り
」

の
役
割
は
、
さ
ら
に
大
き
な
も
の
に
な
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
と
も
議
会
活
性
化
と
町
政
発
展
に
寄
与

し
、「
親
し
ま
れ
、
愛
さ
れ
る
」
議
会
だ
よ
り
と

し
て
、
ま
す
ま
す
充
実
さ
れ
る
こ
と
を
ご
期
待

申
し
上
げ
ま
す
。

川
崎
町
議
会

議
長 

森
元　

秀
美　

議
会
だ
よ
り 

１
０
０
号
の
あ
ゆ
み

 

号
数 

発
行
月 

議
会 

特
記
事
項

  

1 

58
／
11 

９
月 

広
報﹁
か
わ
さ
き
﹂に
議
会
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
議
会
だ
よ
り
の
掲
出
は
じ
ま
る

  

2 

59
／
２ 

12
月 

一
般
会
計
予
算
88
億
円
計
上
、麦
田
区
新
設

  

3 

　
　

５ 

３
月 

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会
発
足
、編
集
委
員
３
名
、初
代
委
員
長

  

4　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

樋
口
議
員 

  

5 

　
　

11 

９
月 

ご
み
焼
却
場
起
工
式
挙
行

  

6 

60
／
２ 

12
月 

公
式
行
事
に
お
け
る
国
旗
掲
揚
、国
歌
斉
唱
を
決
議

  

7 

　
　

５ 

３
月 

議
員
定
数
削
減
26
か
ら
24
へ

  

8 

　
　

  

9 

　
　

11 

９
月 

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
建
設
契
約
可
決

  

10 

　

  

11 

　
　

  

12 

　
　

８ 

６
月 

政
治
倫
理
条
例
提
案
⋮
継
続
審
査
、町
立
病
院
眼
科
開
設

  

13 

　
　

11 

９
月 

政
治
倫
理
条
例
可
決

  

14 

62
／
２ 

12
月

  

15 

　
　

８ 

６
月 

川
小
建
設
予
算
計
上
、三
井
改
住
着
工
、編
集
委
員
６
名
体
制
、委
員
長

  

16 

　
　
　
　
　
　
　
　

             　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

     

樋
口
議
員 

  

17 

　
　
　

  

18 

63
／
５ 

３
月 

町
章
・
町
民
憲
章
制
定
、名
誉
町
民
条
例
可
決

  

19 
 

  

20 

　
　

11 

９
月 

Ｂ
＆
Ｇ
町
へ
譲
渡

  

21 
 

  

22 

平
成

  

23  

元
／
８ 

６
月 

水
道
企
業
団
発
足

  

24 
  

25 

２
／
２ 

12
月 

水
道
料
値
上
げ

  

26 
  

27 

　
　

８ 

６
月 

戸
谷
山
荘
開
設

  

28 
  

29 
  

30 

３
／
８ 

６
月 

専
門
家
の
指
導
に
よ
り
議
会
だ
よ
り
紙
面
一
新

  

31 
  

32 
  

33 

４
／
８ 

６
月 

議
会
運
営
委
員
会
設
置

  
34 

  
35 

 
  

36 
５
／
５ 

３
月 

新
町
立
病
院
開
始

  

37 
  

38 
６
／
５ 

３
月 

ご
み
ポ
イ
捨
て
条
例
可
決

  

39 

　
　

８ 
６
月 

情
報
公
開
条
例
可
決

  

40 

　

  

41 

　

  

42 

　

  

43 　

  

44 

８
／
２ 

12
月 
大
ケ
原
産
廃
処
分
場
調
査
特
別
委
設
置
、情
報
公
開
条
例
制
定

  

45 

　
　

５ 

３
月 

図
書
館
建
設
予
算
計
上

  

46 

　
　

８ 

６
月 

初
盆
参
り
自
粛
申
し
合
わ
せ
、議
員
定
数
削
減
24
か
ら
21
へ

  

47 
  

48 

９
／
２ 

12
月 

庁
舎
建
設
調
査
特
別
委
員
会
設
置

  

49 

　
　

５ 

３
月 

町
立
図
書
館
完
成

川
崎
町

町
長 

手
嶋　

秀
昭　

福
岡
県
町
村
議
会
議
長
会

会
長 
野
田　

剛
敏　



55

●
議　

長

初
代 

手
嶋　

丹
治

二
代 

大
森
小
太
郎

三
代・五
代・七
代 

岩
口　

俊
夫

四
代 

村
上　

政
一

六
代 

畠
中　

久
治

八
代 

小
松　

種
正

九
代・十
代 

畠
中　
　

仁

十
一
代・十
二
代・十
三
代 
原
口　

栄
弘

十
四
代・十
五
代 
林　
　

竹
市

十
六
代 
奥　
　

保
義

十
七
代 

井
塚　

勝
頼

十
八
代 

竜
円　

義
勝

十
九
代 

西
本　
　

惠

二
十
代 

原　
　

節
雄

二
十
一
代・二
十
二
代 

森
元　

秀
美

●
副
議
長

初
代 

　

谷
口　

秀
佐

二
代 

　

土
井　

秀
信

三
代 

岩
口　

俊
夫

四
代 

村
上　

政
一

五
代 

上
條　
　

達

六
代 

毛
利　

臣
驛

七
代・八
代 

小
松　

種
正

九
代 

小
田　
　

要

十
代 

宮
崎　
　

豊

十
一
代・十
四
代 

山
下　

富
藏

十
二
代 

重
藤　

憲
之

十
三
代 

一
木　

繁
枝

十
五
代 

竜
円　

義
勝

十
六
代・十
七
代 

奥　
　

保
義

十
八
代・十
九
代 

藤
川　
　

勝

二
十
代 

山
下　

甚
也

二
十
一
代 

平
川　

春
見

二
十
二
代・二
十
五
代 

奥　
　

春
男

二
十
三
代 

有
田　
　

浩

二
十
四
代 

鍋
藤　

利
夫

赤
星　

貞
文 

赤
星　

幸
夫

秋
穂　

忠
道

東　
　
　

進

足
立　

藤
吾

荒
巻　

節
治

有
田　

浩
二

有
田　
　

浩

有
吉　

省
忍

有
吉　

静
馬

有
吉　

秀
雄

井
塚　

勝
頼

一
木　

繁
枝

井
手
上　

隆

伊
藤
關
次
郎

伊
藤　

勝
実

伊
藤　

次
男

伊
藤　

英
明

稲
員　
　

稔

井
上　

熊
治

入
江
喜
代
治

岩
口　

太
郎

岩
口　

俊
夫

岩
口　

年
春

岩
口　

義
博

岩
丸
重
右
ヱ
門

植
田　
　

勝

上
田　

米
藏

上
原　

一
秋

牛
島　

安
市

梅
原　

正
光

梅
田
肥
作
男 

歴代正副議長歴代議員

歴代議会だより編集特別委員会委員長
樋口　秀隆／　佐竹　　始／　櫻井　英夫

浦
野　

貞
男 

瓜
野
か
を
り

江
田　
　

一

江
田
斗
米
吉

衛
藤　
　

速

大
久
保
力
雄

大
江　

善
治

大
谷　

春
清

大
塚　
　

募

大
塚
百
右
ヱ
門

大
森
小
太
郎

大
森
政
太
郎

岡
田　

茂
留

岡
元　

義
雄

沖
本　

幸
雄

奥　
　

保
義

奥　
　

春
男

奥　
　

利
喜

小
田　
　

要

小
田　

勝
彌

小
田　

昭
臣

小
田　

政
信

小
田　

清
松

小
野　

重
樹

小
野　

七
郎

上
條　
　

達

鴨
井　

信
親

岸
野
源
太
郎

北
代　

俊
雄

木
下　

琢
夫

木
村　
　

進

木
村　

義
人

久
保
山
隆
俊

小
堤
作
太
郎

小
手
石
律
夫

小
峠　

房
雄

小
松　

勘
六

小
松　

種
正

小
松　

正
雄

材
木
善
兵
衛

齋
藤
光
司
郎

坂
本
竹
三
郎

坂
本　

九
八

櫻
井　

英
夫

佐
々
木
弘
義

佐
竹　
　

始

佐
藤　
　

力

塩
田　

博
義

志
賀　

三
治

重
藤　

憲
之

繁
永　

英
樹

四
郎
丸
由
太
郎

杉
内　

彦
吉

世
利　

繁
雄

高
橋　

作
市

高
橋　

松
英

高
橋　

武
雄

堅
山　
　

実

武
内　

政
二

立
野　
　

進

田
所　

止
関

田
中
吉
兵
衛

谷　
　

好
樹

谷
口　

一
己

谷
口　

武
雄

谷
口　

秀
佐

谷
口　

筆
実

谷
口　

松
治

太
郎
丸
冨
十

知
京　

虎
雄

塚
本　

英
雄

坪
根　
　

実

手
嶋　

惠
朔

手
島　

丹
治

手
嶋　

秀
昭

土
井　

秀
信

仲
江　

辰
彦

中
島
佐
那
王
丸

中
島　

貞
治

中
島　

米
市

中
塚　

幸
八

中
村　

内
廣

中
村　
　

豊

中
野
熊
治
郎

中
野　
　

猛

中
野　

武
義

中
野　

住
男

奈
木
野
康
徳

鍋
藤　

利
夫

鍋
藤　

宗
治

中
山　

朝
信

西
岡　
　

勉

西
本　
　

惠

西
本　

泰
博

西
山　

賢
俊

野
田　

伊
作

野
田　

秋
義

野
田
茂
三
郎

林　
　

一
郎

林　
　

竹
市

畠
中　

剛
達

畠
中　

繁
雄

畠
中　

久
治

畠
中　
　

仁

畠
中　

浩
道

早
田　
　

稔

原　
　

節
雄

原
口　

栄
弘

原
口　

裕
司

樋
口　

秀
隆

平
川　

春
見

平
山　

寛
治

廣
畑
九
洲
男

廣
畑
幸
太
郎

廣
畑　

武
雄

福
島　

市
松

藤
井　

数
雄

藤
江　

敬
磨

藤
江　

成
康

藤
川　
　

勝

船
原　

清
治

宝
珠
山
弘
胤

宝
珠
山　

泰

政
時
喜
久
美

政
時　

鹿
吉

松
岡　

久
代

松
井
鉄
三
郎

松
木　

鶴
吉

五十音順（延べ191名）　

  

50 

　
　

８ 

６
月 

大
ケ
原
産
廃
処
分
場
調
査
百
条
委
会
設
置
、一
般
質
問
者
匿
名
に

  

51 

　
　

11 

９
月 

議
員
辞
職
願
い
同
意

  

52 

10
／
２ 

12
月 

議
員
報
酬
24
万
５
千
円
に
、大
ケ
原
産
廃
処
分
場
問
題﹁
告
発
﹂決
議

  

53 

　
　

５ 

３
月 

︵
株
︶ナ
フ
コ
進
出

  

54 

　
　

８ 

６
月 

一
般
質
問
者
匿
名
か
ら
実
名
標
記
に
戻
す

  

55 

　
　

11 

９
月 

一
般
会
計
総
額
予
算
１
４
３
億
円
超
え
る

  

56 

　

  

57 

11
／
８ 

６
月 

新
庁
舎
、新
議
場
完
成
、議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
９
名
体
制
、委
員
長

  

58　

             　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                      

櫻
井
議
員 

　

  

59 

　

 
  

60 

12
／
５ 

３
月 

予
算
特
別
委
員
会
を
初
め
て
設
置
、議
会
だ
よ
り
町
広
報
か
ら
独
立

  

61 

　

  

62 

　
　

 
  

63 

　
　

11 

６
月 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
完
成

  

64 

13
／
２ 

12
月 

財
政
再
建
調
査
特
別
委
員
会
設
置

  

65 
 

  

66 

　

  

67 

14
／
２ 

12
月 

田
川
市
・
川
崎
町
合
併
協
議
会
設
置
条
例
可
決

  

68 

　
　

５ 

３
月 

一
般
質
問
議
員
顔
写
真
掲
載
開
始
、一
般
会
計
当
初
予
算
を
修
正
可
決

  

69 

　
　

８ 

６
月 

川
中
体
育
館
建
設
契
約
可
決

  

70 

　

  

71 

15
／
２ 

12
月 

議
会
だ
よ
り
表
紙
カ
ラ
ー
化
、議
員
定
数
条
例
を
制
定

 
 

 
 

秘
密
文
書
漏
洩
調
査
百
条
委
設
置
、三
井
開
発
秘
密
会
終
結
動
議
可
決

  

72 

　

  

73 

　

  

74 

16
／
２ 

12
月 

田
川
市
郡
合
併
に
関
す
る
住
民
投
票
条
例
可
決

  

75 

　

  

76 

　
　

８ 

６
月 

議
員
辞
職
勧
告
動
議
可
決

  

77 

　
　

11 

９
月 

議
員
定
数
削
減
可
決
21
か
ら
19
名
に
、搾
酢
工
場
建
設
契
約
可
決

  

78 

　

  

79 

　

  

80 

　

  

81 

17
／
11 

９
月 

田
川
市
郡
合
併
協
議
会
設
置
決
議
可
決
、小
学
校
統
合
条
例
可
決

  

82 

　

  

83 

18
／
５ 

３
月 

特
別
職
給
与
減
額
条
例
可
決

  
84 

　

  
85 

　
  

86 
19
／
２ 

12
月 

収
入
役
廃
止

  

87 
　
　

８ 

６
月 

常
任
委
員
会
閉
会
中
活
動
報
告
掲
載
開
始
、編
集
委
員
６
名
体
制
に

  

88 

　
　

11 

９
月 

土
地
開
発
公
社
解
散
議
決

  

89 

20
／
２ 

12
月 

池
中
体
育
館
建
設
契
約
可
決

  

90 

　

  

91 

　
　

８ 
６
月 

議
会
改
革
特
別
委
員
会
設
置
、委
員
長　

伊
藤
議
員

  

92 

　
　

11 
９
月 
環
境
基
本
条
例
修
正
案
可
決
、子
供
議
会
開
催
、傍
聴
席
が
ス
タ
ー
ト

  

93 

21
／
２ 

12
月 
県
議
長
会
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
指
導
に
よ
り
議
会
だ
よ
り
紙
面
刷
新  

 
 

 
 

議
員
定
数
削
減
可
決
19
か
ら
17
名
に

  

94 

　
　

５ 

３
月 

一
般
会
計
当
初
予
算
87
億
円
可
決
、議
会
報
告
会
開
催

  

95 

　
　

８ 

６
月 

議
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
開
始
、森
元
議
長
、郡
の
議
長
会
々
長
に

  

96 

　
　

11 

９
月 

全
国
町
村
議
長
会
か
ら
講
師
招
聘
し
議
員
研
修
、特
集
で
紙
面
２
増
項

  

97 

22
／
２ 

12
月 

初
の
委
員
会
発
議
を
可
決
、一
般
質
問
Ｑ
＆
Ａ
見
出
し
導
入
、表
紙
改
善

  

98 

　
　

５ 

３
月 

全
国
町
村
議
会
議
長
会
よ
り
全
国
表
彰 

  

99 

　
　

８ 

６
月 

議
会
基
本
条
例
可
決

  

100 

　
　

11 

９
月 

議
会
だ
よ
り
１
０
０
号
創
刊

松
本　

修
一

丸
本
儀
八
郎

丸
山　

亀
六

丸
山　

彦
好

見
月　
　

勧

宮
城　

勝
也

宮
崎　
　

豊

村
上　

政
一

村
坂　

毛
利　

臣
驛

元
永
海
太
郎

元
永　

一
美

元
永　

敬
雄

元
永　

法
玉

盛
坪　

隆
士

森
元　

秀
美

森
元　

吉
男

山
内　

重
明

山
下　

秋
雄

山
下　

重
治

山
下　

甚
也

山
下　

富
藏

山
下　
　

満

山
田
巳
代
子

山
野　

隆
惟

山
野　

正
一

山
野　

義
照

山
本　

貫
太

世
取　

正
秀

竜
円　
　

毎

竜
円　

義
勝

 

・ 

は
現
職 　

 

・・・

・・・・・

・・

・・・・・

・

・・

・



�

う
現
状
が
あ
る
。
ま
た
、
昨
年
は
非
常
に
暑

か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
出
演
者
も
大
変
暑
い

思
い
を
し
、
高
齢
者
の
方
も
２
・
３
人
気
分

が
悪
く
な
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
今
年
は
冷

房
が
で
き
な
い
の
で
、
う
ち
わ
を
用
意
す
る

計
画
を
し
て
い
る
。
町
の
財
政
状
況
を
考
え
、

整
備
を
躊ち

ゅ
う
ち
ょ躇し

て
い
る
と
言
う
の
が
実
態
で

あ
る
。
し
か
し
今
日
、
空
調
設
備
の
必
要
性

は
認
識
し
、
財
政
状
況
を
見
な
が
ら
、
将
来

的
何
ら
か
の
形
で
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
る
。

問
町
民
会
館
に
冷
暖
房
を
早
急
に
つ
け
て
頂

き
た
い
。
石
炭
関
係
終
息
の
分
配
金
の
活
用

が
十
分
考
え
ら
れ
る
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

答
手
嶋
町
長　

施
設
面
で
十
分
で
は
な
く
、

住
民
の
皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
か
け
て
と
言
う

と
こ
ろ
も
十
分
承
知
し
て
い
る
。
石
炭
鉱
業

終
息
で
２
億
８
０
０
万
円
分
配
金
を
頂
い
た

が
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
太
陽
光
給
湯
設
備
の

６
，
０
０
０
万
円
の
う
ち
３
，
０
０
０
万
円

が
国
の
補
助
、
３
，
０
０
０
万
円
は
そ
の
分

配
金
を
活
用
。
あ
と
１
，
０
０
０
万
円
は
本

会
議
ラ
イ
ブ
中
継
費
用
、
今
度
建
設
す
る
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
１
億
７
，
０
０
０
万
円
、

基
本
的
に

は
大
体
そ

の
よ
う
な

内
容
で
、

産
炭
地
振

興
セ
ン
タ

ー
の
分
配

金
を
、
活

用
さ
せ
て

頂
く
考
え

で
あ
る
。

問
敬
老
の
日
が
近
ま
り
昨
今
の
ニ
ュ
ー
ス
で
、

百
歳
を
迎
え
る
お
年
寄
が
国
内
２
万
３
，
２

１
８
人
で
、
百
歳
以
上
が
４
万
４
，
４
４
９

人
（
県
内
は
２
，
０
０
０
人
強
）
に
達
し
た

と
報
道
さ
れ
た
が
、
こ
の
中
に
は
生
存
を
確

認
さ
れ
て
い
な
い
者
３
５
０
人
が
含
ま
れ
る

と
の
こ
と
で
あ
る
。
長
寿
大
国
と
い
わ
れ
る

我
が
国
の
高
齢
者
の
掌
握
の
あ
り
方
が
、
住

民
登
録
上
の
数
字
に
過
ぎ
な
い
と
、
そ
の
ず

さ
ん
さ
が
問
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
町

の
80
歳
以
上
の
高
齢
者
の
住
民
登
録
上
の
人

数
と
、
生
存
確
認
の
状
況
を
お
尋
ね
す
る
。

答
手
嶋
町
長　
【
本
町
の
80
歳
以
上
の
高
齢
者

数
、
米
寿
等
に
よ
る
生
存
確
認
数
、
未
確
認

数
に
つ
い
て
、別
表
の
と
お
り
答
弁
さ
れ
た
。】

問
未
確
認
者
が
１
，
０
０
０
人
を
超
え
る
が
、

今
後
の
生
存
確

認
を
ど
う
対
応

さ
れ
る
か
。

答
住
民
保
険
課

長　

生
活
保
護

家
庭
や
高
齢
者

医
療
関
係
で
生

存
を
確
認
し
、

な
お
確
認
で
き

な
い
者
に
つ
い

 
Q 
町
内
高
齢
者
の
生
存
確
認
は
？

 
A 
近
々
の
う
ち
に
取
り
組
む

問
一
昨
年
ま
で
は
、
マ
イ
ク
を
使
え
ば
こ
だ

ま
し
て
い
た
。
昨
年
か
ら
完
全
と
は
言
え
な

い
が
良
く
な
り
、
今
年
は
屋
根
の
修
理
な
ど

徐
々
に
進
歩
し
て
い
る
。
町
民
会
館
の
建
設

は
昭
和
55
年
と
聞
い
て
い
る
。
30
年
前
に
な

る
が
、
冷
暖
房
装
置
が
で
き
る
よ
う
設
計
さ

れ
て
い
た
と
聞
い
て
い
る
が
そ
れ
は
事
実
で

あ
る
か
。

答
社
会
教
育
課
長　

冷
房
装
置
は
も
と
も
と

計
画
に
な
い
が
、
当
初
、
暖
房
装
置
は
し
た

と
言
う
こ
と
は
聞
い
て
い
る
。
そ
れ
が
重
油

に
よ
る
ボ
イ
ラ
ー
で
、
煤
煙
防
止
法
が
あ
り
、

基
準
以
上
の
煤
煙
が
出
る
と
使
用
で
き
な
い
。

当
初
何
回
か
使
っ
た
と
言
う
経
緯
は
あ
る
が
、

特
に
町
民
会
館
は
文
化
的
よ
り
む
し
ろ
ス
ポ

ー
ツ
関
係
の
事
業
が
多
く
あ
り
、
暖
房
は
あ

ま
り
使
用
が
な
い
現
状
で
、
維
持
費
も
か
か

り
取
り
外
し
た
経
緯
が
あ
る
。

問
昨
年
の
敬
老
会
で
出
演
者
が
汗
び
っ
し
ょ

り
の
熱
演
。
町
民
会
館
の
今
後
の
方
針
は
。

答
手
嶋
町
長　

町
民
会
館
建
設
当
時
、
町
議

会
議
員
で
現
職
だ
っ
た
の
で
建
設
当
時
の
経

緯
は
私
も
承
知
し
て
い
る
。
冷
房
装
置
は
し

て
い
な
い
が
、
暖
房
装
置
は
し
て
い
た
。
暖

房
を
使
う
回
数
が
年
間
を
通
じ
少
な
い
と
い

松岡　久代
議 員

 
A 
必
要
性
が
高
ま
れ
ば
検
討
す
る

 
Q 
町
民
会
館
の
冷
暖
房
装
置
に

     

つ
い
て
問
う

伊藤　英明
議 員

問
本
年
度
の
生
徒
・
児
童
に
よ
る
暴
力
行
為

が
３
万
件
を
越
え
た
と
い
う
報
道
が
あ
り
、

ゆ
ゆ
し
き
問
題
で
あ
る
。
町
内
の
小
学
校
で

も
非
行
が
あ
っ
た
と
聞
く
が
、
氷
山
の
一
角

で
は
な
い
か
と
の
心
配
も
あ
り
、
こ
れ
ら
の

問
題
に
つ
い
て
、
未
然
防
止
の
た
め
に
教
育

委
員
会
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る

の
か
。

答
讃
井
教
育
長　

本
年
６
月
か
ら
空
き
教
室

を
解
放
し
て
の
「
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
広
場
」
や

「
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
」
な
ど
、地
域
の
人
々

に
も
参
画
し
て
も
ら
っ
て
お
り
、
一
定
の
成

果
を
挙
げ
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。

問
子
ど
も
は
家
庭
の
宝
で
あ
り
、
同
時
に
社

会
の
宝
で
も
あ
る
。
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
家
庭
も
学
校
も
大
切
に
す
る
余

り
、
過
保
護
に
な
り
、
い
わ
ゆ
る
し・

・

・
つ
け
が

不
徹
底
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
。
教
育
界
上

部
か
ら
の
指
導
も
あ
ろ
う
が
、
教
育
長
と
し

て
家
庭
・
学
校
で
の
し・

・

・
つ
け
を
重
視
す
る
よ

う
な
未
然
防
止
の
た
め
の
統
一
指
導
は
で
き

な
い
か
。

答
讃
井
教
育
長　

ご
指
摘
の
よ
う
に
学
校
・

家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
必

要
が
あ
り
、
今
後
教
育
委
員
会
で
も
議
論
し

て
、
保
護
者
と
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
通

達
も
出
し
た
い
。

 
A 
学
校
・
家
庭
・
地
域
が

     

連
携
し
て
取
り
組
む

 
Q 
小
・
中
学
生
の
非
行
防
止
策
を

     

問
う

て
は
、
家
庭
訪
問
な
ど
に
よ
り
確
認
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

〈別表〉川崎町の高齢者数
（80歳以上　H22.8.31現在）

年令 人数 生存
確認数

未
確認数

80〜84 858 428 97185〜89 541
90〜94 98 55 20495〜99 61

100歳以上 11 11 0
計 1,669 494 1,175

▲町民会館
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問
国
の
借
金
が
約
９
０
４
兆
７
２
２
億
円
も

あ
り
今
後
、
地
方
交
付
金
交
付
税
な
ど
が

ど
ん
ど
ん
縮
小
さ
れ
る
の
で
は
と
の
懸
念
が

あ
る
。
本
町
の
借
金
も
約
１
２
２
億
円
あ
り
、

少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
厳
し
く
な
る
国
家
財

政
の
中
で
本
町
は
今
後
、
自
主
財
源
を
ど
の

よ
う
に
確
保
し
て
い
く
の
か
問
う
。

答
手
嶋
町
長　

以
前
、
地
方
交
付
税
の
不
交

付
団
体
は
か
な
り
あ
っ
た
け
れ
ど
、
平
成
21

年
度
に
入
っ
て
か
ら
交
付
団
体
に
転
換
し
た

自
治
体
が
多
く
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況

か
ら
見
て
も
今
後
、
地
方
交
付
税
が
ま
す
ま

す
減
少
し
て
い
く
可
能
性
が
非
常
に
高
ま
っ

て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。
厳
し
い
状
況
を
見

な
が
ら
財
源
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
、
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
を
基
に
実

施
計
画
を
作
成
し
、
財
源
確
保
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

 
Q 
将
来
の
財
源
確
保
は
？

 
A 
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
を

     

基
に
財
源
確
保
に
努
め
る

西本　泰博
議 員

問
本
町
の
観
光
政
策
は
、
北
九
州
・
福
岡
市

に
１
時
間
と
い
う
地
の
利
と
、
農
業
・
自
然
・

食
・
文
化
・
文
化
財
・
工
芸
な
ど
の
優
れ
た

地
域
資
源
を
活
か
し
た
観
光
戦
略
づ
く
り
と

あ
る
。
毎
年
、
秋
と
春
に
Ｊ
Ｒ
主
催
の
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
の
集
い
が
あ
る
。
川
崎
駅
で
下
車

を
し
、
De
・
愛
で
町
の
農
産
物
・
工
芸
品
を

見
学
し
、
ま
た
購
入
を
し
て
、
次
に
戸
山
原

古
墳
、
安
宅
の
滝
、
秋
に
は
小
峠
地
区
の
棚

田
彼
岸
花
祭
り
、
黒
木
の
淡
島
さ
ま
、
荒
平

の
雪
舟
庭
園
魚
楽
園
を
観
光
し
、
川
崎
駅
か

ら
各
地
に
帰
宅
す
る
。
魚
楽
園
は
１
４
６
９

年
雪
舟
が
50
歳
の
時
、
大
内
氏
の
船
で
中
国

か
ら
帰
国
し
、
帰
国
後
筑
紫
に
と
ま
り
、
豊

前
の
国
英
彦
山
（
福
岡
・
大
分
県
境
）
に
６

年
間
暮
ら
す
と
年
表
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
魚
楽
園
は
ど
う
な
る
の
か
。
町
長

は
民
意
を
問
い
た
い
と
い
っ
て
い
る
。
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
の
達
成
率
も
含
め
て
、
来
期
の
町

長
選
に
む
け
て
立
候
補
を
す
る
と
い
う
決
意

を
述
べ
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
手
嶋
町
長　

選
挙
時
の
公
約
に
つ
い
て
、

合
併
問
題
は
、
相
手
の
あ
る
こ
と
だ
か
ら
、

対
象
に
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
以
外
の
こ
と
に

つ
い
て
は
、
何
ら
か
の
形
で
実
施
し
て
い

る
。
ま
た
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
、
ま
た
終

了
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

の
達
成
は
か
な
り
で
き
て
い
る
と
思
っ
て
い

る
。
６
月
の
後
援
会
総
会
で
来
年
に
向
け
て

町
長
選
挙
に
つ
い
て
決
意
表
明
を
し
て
ほ
し

い
と
い
う
話
し
が
あ
っ
た
の
で
、
魚
楽
園
の

問
題
も
あ
る
し
、
も
う
一
度
頑
張
る
と
申
し

上
げ
た
。
来
年
４
月
は
い
く
つ
か
の
課
題
も

あ
る
し
、
そ
う
い
っ
た
も
の
の
解
決
に
む
け

て
、
自
分
と
し
て
は
全
力
を
上
げ
て
い
こ
う

と
い
う
こ
と
で
立
候
補
の
決
意
を
固
め
た
の

が
現
状
で
あ
る
。

問
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
政
治
家
ロ
バ
ー
ト
・

パ
ッ
ト
ナ
ム
氏
に
よ
る
著
書
の
中
で
地
域
組

 
Q 
将
来
の
構
想
は
？

 
A 
町
民
の
色
々
な
知
恵
を

　

  

い
か
し
た
い

織
や
団
体
で
の
活
動
の
頻
度
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
、
友
人
や
知
人
と
の
つ
な
が
り
、
社

会
へ
の
信
頼
度
を
上
げ
る
、
そ
う
い
う
ソ

ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
が
豊
か
な
地
域
は
、

政
治
的
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
、
子
ど
も
の
教
育

成
果
の
向
上
や
近
隣
の
治
安
の
向
上
、
地
域

経
済
の
発
展
、
地
域
住
民
の
健
康
状
態
の
向

上
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面
で
の
好
ま
し
い
効
果
を

も
た
ら
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
現
在
、

町
長
は
市
民
の
自
発
的
行
政
参
加
や
市
民
団

体
と
行
政
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
ソ

ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
に
お
い
て
実
施
し

て
い
る
と
考
え
る
。
今
後
も
色
々
な
分
野
で

の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
構
成
さ
れ
た
構
想
づ

く
り
を
推
進
す
れ
ば
良
い
と
考
え
る
が
、
町

長
の
将
来
の
構
想
を
問
う
。

答
手
嶋
町
長　

現
在
、
21
世
紀
構
想
委
員
会

を
立
ち
上
げ
て
川
崎
町
の
10
年
後
は
ど
う
あ

る
べ
き
な
の
か
を
検
討
、
集
約
し
て
将
来
に

お
け
る
川
崎
町
の
方
向
性
を
見
出
し
て
行
こ

う
と
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
に
各
分
野
の
先

生
方
や
町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
知
恵
を
お

借
り
し
な
が
ら
川
崎
町
の
プ
ラ
ス
に
な
る
こ

と
は
ど
ん
ど
ん
導
入
を
し
て
将
来
の
構
想
を

練
っ
て
い
き
た
い
。

中村　内廣
議 員

 
Q 
魚
楽
園
は
ど
う
す
る
？

 
A 
民
意
を
問
う
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櫻井　英夫
議 員

 
Q 
学
校
間
交
流
を
更
に
活
発
に

 
A 
よ
り
一
層
努
力
す
る

問
子
ど
も
議
会
、
少
年
の
主
張
な
ど
は
学
校

間
を
越
え
た
良
い
行
事
で
あ
る
。
町
内
外
を

問
わ
ず
学
校
間
交
流
事
業
を
活
発
化
し
、
子

ど
も
を
鍛
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
讃
井
教
育
長　

指
摘
の
点
は
、
本
町
は
取

り
組
み
が
遅
れ
て
い
る
分
野
と
認
識
し
て
お

り
、
学
校
が
連
携
し
て
交
流
事
業
が
で
き
る

環
境
整
備
に
努
め
た
い
。

谷口　武雄
議 員

 
A 
次
世
代
育
成
支
援
対
策
に

     

取
り
組
ん
で
い
る

 
Q 
少
子
化
対
策
と
人
口
減
少
へ
の

     

対
応
は
？

問
厚
生
省
・
労
働
省
発
行
の
人
口
動
態
計
を

見
る
と
、
特
殊
出
生
率
、
一
人
の
女
性
が
15

歳
か
ら
49
歳
の
間
に
産
む
子
供
の
数
が
年
々

減
少
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
ま
ま
少

子
化
が
今
後
も
進
展
す
れ
ば
、
社
会
保
障
制

度
の
基
盤
が
大
き
く
揺
ら
ぎ
、
経
済
に
も
悪

影
響
が
出
る
の
は
必
至
で
あ
る
。
少
子
化
社

会
白
書
に
も
、
少
子
化
の
背
景
と
し
て
、
仕

事
と
子
育
て
が
両
立
で
き
る
環
境
整
備
の
遅

れ
な
ど
が
あ
る
。

　

川
崎
町
の
平
成
14
年
か
ら
平
成
20
年
ま
で

の
出
生
実
態
を
見
て
み
る
と
、
７
年
間
で
１
，

２
４
６
人
出
生
し
て
い
る
。
年
間
１
７
８
人

の
新
生
児
で
あ
る
。
出
生
率
の
低
下
を
は
じ

め
、
転
出
、
死
亡
が
増
大
し
、
人
口
の
減
少

が
続
い
て
い
る
。
そ
こ
で
、
少
子
化
対
策
及

び
人
口
減
少
に
対
す
る
対
策
を
町
長
に
尋
ね

る
。

答
手
嶋
町
長　

本
町
の
人
口
は
昭
和
30
年
代

は
４
万
人
を
超
え
て
い
た
が
、
年
々
減
少
の

傾
向
に
あ
り
、
現
在
は
２
万
人
を
切
る
状
況

で
あ
る
。

　

将
来
推
計
と
し
て
は
、
平
成
29
年
度
に
は
、

１
万
７
，
６
０
０
人
台
ま
で
徐
々
に
減
少

す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。
本
町
で
は
、
国

が
制
定
し
た
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
に

基
づ
く
計

画
を
策
定

し
、
地
域

に
お
け
る

子
育
て
支

援
、
あ
る

い
は
職
業

生
活
と
家

庭
生
活
と

の
両
立
支

援
に
取
り

組
ん
で
い

る
。

 
Q 
地
球
温
暖
化
対
策
を
問
う

 
A 
環
境
基
本
計
画
を
策
定
中

問
今
、
地
球
は
自
然
の
現
像
で
な
く
、
人
間

の
現
代
文
明
に
よ
っ
て
地
球
環
境
に
大
き
な

変
化
が
起
こ
っ
て
い
る
。
こ
の
美
し
い
地
球

を
残
し
て
い
く
た
め
に
は
、
Ｃ
Ｏ
２
を
食
べ

過
ぎ
て
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
に
陥
っ
て
い

る
地
球
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
の
た
め
に
、
私
た
ち

の
暮
ら
し
や
仕
事
で
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
し
て

い
く
以
外
に
地
球
を
救
う
道
は
な
い
と
思
う
。

　

北
海
道
で
実
施
さ
れ
た
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト

で
、
日
本
が
提
起
し
た
二
酸
化
炭
素
の
排
出

量
を
２
０
５
０
年
ま
で
に
半
分
に
削
減
す
る

提
案
に
つ
い
て
ど
う
取
り
組
む
か
。

答
手
嶋
町
長　

環
境
標
語
の
作
成
、
環
境
体

験
学
習
の
受
け
入
れ
、
町
内
４
小
学
校
に
風

力
発
電
を
設
置
し
、
自
然
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
導
入
体
験
等
、
環
境
学
習
に
も
取

り
組
む
計
画
を
し
て
い
る
。

問
田
川
の
広
域
行
政
の
要
で
あ
る
田
川
郡
町

村
会
。
本
町
は
毎
年
４
５
０
万
円
も
の
負
担

金
を
払
っ
て
い
る
が
、
活
動
、
決
算
、
職
員

の
身
分
な
ど
に
お
い
て
不
透
明
感
が
否
め
な

い
。
町
長
は
会
の
一
員
と
し
て
改
革
は
ど
う

あ
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
か
。

答
手
嶋
町
長　

郡
町
村
会
は
、
法
律
等
の
規

定
の
な
い
任
意
組
織
で
、
政
府
、
国
会
へ
の

要
望
な
ど
政
務
活
動
を
し
て
い
る
。
指
摘
さ

れ
た
事
項
を
踏
ま
え
今
後
十
分
対
応
し
て
い

き
た
い
。

 
Q 
田
川
郡
町
村
会
の
改
革
は
？

 
A 
役
員
体
制
を
刷
新

問
公
約
に
掲
げ
た
農
産
物
の
生
産
・
加
工
流

通
・
販
売
体
制
の
強
化
に
つ
い
て
、
実
績
が

上
が
っ
て
い
る
か
。

答
手
嶋
町
長　

地
元
誘
致
企
業
と
の
異
業
種

交
流
会
で
情
報
交
換
を
行
っ
た
り
、
県
事
業

で
工
業
用
水
の
確
保
を
は
か
っ
た
り
、
地
場

産
業
育
成
の
環
境
整
備
に
努
め
て
い
る
。

 
A 
ま
だ
緒
に
つ
い
た
と
こ
ろ

 
Q 
地
場
産
業
育
成
３
年
間
の

     

実
績
は
？

▲少年の主張大会

▲すこやか講座

▲岩鼻工業団地
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問
家
庭
用
一
般
廃
棄
物
焼
却
炉
が
建
設
さ
れ

て
23
年
が
経
過
し
て
い
る
。
耐
用
年
数
は
15

年
だ
か
ら
至
る
所
に
痛
み
が
出
て
補
修
が
続

い
て
い
る
。
今
回
３
度
目
の
修
理
に
11
億
円

が
必
要
の
よ
う
で
あ
る
。
古
い
も
の
を
修
理

し
て
使
え
ば
、
次
か
ら
次
へ
と
痛
ん
だ
と
こ

ろ
が
出
て
き
て
お
金
が
か
か
る
。
ま
た
、
お

金
だ
け
で
な
く
、
目
に
見
え
な
い
危
険
物
も

排
出
さ
れ
る
。
こ
の
際
、
現
在
あ
る
代
替
地

に
新
し
い
物
を
作
る
方
が
地
元
の
た
め
、
町

長
の
た
め
だ
と
思
え
る
が
ど
う
か
。

答
手
嶋
町
長　

焼
却
場
の
耐
用
年
数
の
関
係

は
だ
い
た
い
25
年
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
何

と
か
定
期
的
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
し
な
が
ら
や

っ
て
い
け
ば
30
年
ぐ
ら
い
は
も
て
る
と
い
う

状
況
で
あ
る
。
ご
指
摘
の
通
り
す
で
に
23

年
が
経
過
し
て
い
る
の
で
新
し
い
焼
却
場
を

建
設
し
な
く
て
は
い
け
な
い
、
と
私
自
身
も

か
な
り
焦
り
の
気
持
ち
で
い
る
こ
と
は
事
実

で
あ
る
。
今
の
通
谷
に
建
設
で
き
れ
ば
一
番

よ
い
と
思
う
が
、
地
元
の
意
向
を
無
視
し
て

建
設
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
新
し
い
建
設

場
所
が
決
ま
っ
て

も
稼
働
す
る
ま
で

に
は
７
～
８
年
は

掛
か
る
。
だ
か
ら
、

起
債
対
象
の
10
年

間
を
一
つ
の
目
安

に
し
て
今
回
の
改

修
工
事
に
取
り
組

ん
で
い
る
所
で
あ

る
。

問
地
縁
団
体
を
作
れ
ば
土
地
の
所
有
権
を
移

転
で
き
る
法
律
が
で
き
、
川
崎
町
で
は
平
成

20
年
と
21
年
に
説
明
会
が
あ
っ
た
。【
猶
予

期
間
を
５
年
間
と
し
５
年
を
過
ぎ
て
も
地
縁

団
体
に
名
義
変
更
で
き
て
な
い
土
地
は
行
政

区
が
権
利
放
棄
を
し
た
も
の
と
み
な
し
、
そ

の
後
は
全
て
川
崎
町
の
所
有
と
す
る
】
で
あ

る
が
、
そ
の
後
の
進
み
具
合
を
聞
き
た
い
。

答
手
嶋
町
長　

本
町
に
は
41
行
政
区
あ
る
が
、

い
わ
ゆ
る
区
有
地
を
所
有
す
る
行
政
区
は
13

行
政
区
あ
る
。
そ
の
中
で
許
可
地
縁
団
体
設

立
の
動
向
と
し
て
は
、
平
成
16
年
度
と
17
年

度
に
各
１
行
政
区
ず
つ
、
計
２
行
政
区
が
地

縁
団
体
を
設
立
し
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
残

り
11
行
政
区
は
設
立
の
動
き
が
な
か
っ
た
が
、

各
行
政
区
単
位
に
出
向
い
て
説
明
し
て
お
り
、

平
成
25
年
度
ま
で
に
は
地
縁
団
体
を
設
立
し

て
頂
い
て
、
団
体
名
義
に
登
録
・
登
記
し
て

頂
け
る
と
思
っ
て
い
る
。

答
防
災
管
財
課
長　

平
成
16
年
度
に
設
立

し
た
森
安
行
政
区
は
90
％
完
了
し
て
い
る
。

 
Q 
地
縁
団
体
設
立
数
と

     

名
義
変
更
登
記
の
進
み
具
合
は
？

 
A 
今
の
と
こ
ろ
２
行
政
区

 
A 
政
府
の
農
業
政
策
を
注
視
す
る

 
Q 
農
作
物
の
戸
別
所
得
補
償
制
度
の

     

課
題
と
対
策

瓜野かをり
議 員

問
戸
別
所
得
補
償
制
度
は
、
２
０
０
７
年
参

議
院
選
で
民
主
党
が
掲
げ
、
22
年
度
か
ら
実

施
さ
れ
て
い
る
農
業
政
策
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
の
減
反
対
策
か
ら
大
き
く
転
換
す
る
こ
と

に
な
り
、
補
償
内
容
も
明
確
で
は
な
い
。
公

明
党
農
林
水
産
部
会
は
、
前
鳩
山
政
権
に
対

し
て
我
が
国
の
農
業
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
ビ

ジ
ョ
ン
を
生
産
者
や
消
費
者
に
早
期
に
示
す

こ
と
を
求
め
、
農
業
を
成
長
産
業
と
す
べ
き

要
求
を
提
言
し
た
。

　

し
か
し
、
政
府
は
22
年
度
に
モ
デ
ル
的
に

実
施
し
た
、
米
と
同
額
の
作
付
面
積
10
ア
ー

ル
当
り
１
万
５
，
０
０
０
円
と
し
、
米
も
22

年
度
と
同
額
を
確
保
、
同
制
度
で
の
予
算

規
模
は
22
年
度
の
５
，
５
０
０
億
円
か
ら
６
，

５
０
０
億
円
程
度
に
膨
ら
む
見
通
し
だ
。
さ

ら
に
、
関
連
事
業
を
含
め
る
と
最
大
９
，
１

０
０
億
円
と
な
り
、
24
日
に
開
か
れ
る
民
主

党
の
農
林
水
産
部
会
に
制
度
案
を
程
示
し
、

23
年
度
か
ら
本
格
実
施
す
る
予
定
を
概
算
要

求
に
盛
り
込
む
と
、
８
月
24
日
の
新
聞
で
報

道
が
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
９
月
１
日
の
新
聞
報
道
で
は
、

さ
ら
に
米
か
ら
の
転
作
を
促
す
た
め
、
当
初

示
し
て
い
た
１
万
５
，
０
０
０
円
か
ら
２
万

円
に
引
き
上
げ
る
方
針
を
決
め
た
。
こ
の
政

策
は
民
主
党
の
重
要
政
策
で
あ
る
が
、
減
反

選
択
制
に
な
る
と
、
米
の
生
産
量
は
増
え
、

生
産
過
剰
が
考
え
ら
れ
、
米
価
は
下
落
し
販

売
価
格
は
下
が
り
所
得
補
償
額
は
膨
ら
む
。

ま
た
、
世
界
貿
易
機
構
の
多
角
的
貿
易
交
渉

は
、
22
年
度
の
妥
結
を
目
指
し
て
お
り
、
農

産
品
の
関
税
引
き
下
げ
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。

日
本
で
は
小
規
模
農
家
や
高
齢
化
に
よ
る
農

作
地
の
放
棄
な
ど
の
問
題
が
あ
り
、
大
規
模

農
業
化
が
進
ま
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

戸
別
所
得
補
償
制
度
は
、
零
細
農
家
も
対

象
に
含
む
政
策
で
あ
り
、
結
果
、
事
業
規
模

拡
大
を
目
指
す
経
営
者
に
と
っ
て
は
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
申
請
事
務
が
煩は

ん
ざ
つ雑

と

聞
い
て
い
る
。
本
町
の
農
業
従
事
者
に
決
し

て
不
都
合
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
関
係
機

関
と
協
議
し
、
適
切
な
指
導
並
び
に
助
成
が

必
要
で
あ
る
。
町
長
の
考
え
を
尋
ね
る
。

答
手
嶋
町
長　

平
成
22
年
４
月
か
ら
戸
別
所

得
補
償
の
モ
デ
ル
対
策
事
業
が
始
ま
っ
て

い
る
。
制
度
の
全
面
変
更
と
な
り
、
国
・
県

等
あ
わ
せ
て
３
回
の
説
明
会
を
受
け
て
い
る
。

説
明
会
の
案
内
は
約
５
６
０
世
帯
に
郵
送
し

周
知
し
た
。
減
反
政
策
が
崩
壊
す
れ
ば
生
産

量
が
増
え
、
結
果
米
価
が
暴
落
す
る
。
本
当

に
よ
い
の
か
、
今
後
の
政
府
の
農
業
政
策
を

注
視
し
対
応
し
て
い
く
。

奥　　春男
議 員

 
Q 
ゴ
ミ
焼
却
炉
は
新
築
せ
よ

 
A 
通
り
谷
地
域
の
意
向
を

     

無
視
で
き
な
い

▲現在の焼却炉
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難
い
時
は
、
無
料
で
再
確
認
が
で
き
ま
す
が
、

一
斉
放
送
さ
れ
て
か
ら
30
分
以
内
に
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

【
確
認
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
】

☎
０
８
０
０
ー
２
０
０
ー
２
５
７
５

総
務
常
任
委
員
会

火
災
通
報
は
田
川
地
区
消
防
署
よ
り
、

遠
隔
制
御
装
置
で
一
斉
放
送
さ
れ
ま

す
。
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
は
町
内
の
各
行
政
区

の
公
民
館
敷
地
、
町
道
の
路
肩
等
に
60
局
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
戸
別
受
信
機
は
行
政
区

長
、
放
送
の
聞
こ
え
に
く
い
地
域
、
耳
な
ど

の
不
自
由
な
方
に
現
在
１
３
５
台
貸
付
さ

れ
て
い
ま
す
。
時
報
は
毎
日
午
前
８
時
30
分
、

正
午
、
午
後
１
時
、
午
後
５
時
に
町
内
一
斉

放
送
さ
れ
ま
す
。
校
区
別
放
送
は
各
小
学
校

区
単
位
で
、
児
童
下
校
時
に
放
送
さ
れ
ま
す
。

地
区
放
送
は
各
行
政
区
で
お
知
ら
せ
等
で
放

送
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
斉
放
送
で
聞
き
取
り

民
生
文
教
常
任
委
員
会

魚
楽
園
の
測
量
調
査
及
び
資
産
価
値
鑑

定
に
か
か
る
予
算
を
議
会
が
２
度
に

渡
り
減
額
修
正
し
た
こ
と
に
よ
り
、
文
化
財

保
護
行
政
全
般
に
関
す
る
調
査
を
行
い
ま
し

た
。

　

文
化
財
の
発
掘
・
保
護
に
つ
い
て
は
専
門

平成22年６月23日
結果 項目

防
災
無
線
の
設
置
と
運
用

放
送
は
屋
外
が
対
象
で

屋
内
で
は
聞
こ
え
に
く
い

平成22年７月13日
結果 項目

川
崎
町
の
財
政
状
況

国
保
税
の
赤
字
が

大
き
な
課
題

平成22年６月28日
結果 項目

文
化
財
保
護
の
取
り
組
み
は

学
芸
員
等
専
門
職
の

配
置
が
困
難

▲公民館等に設置されている屋外スピーカー

平
成
21
年
度
決
算
見
込
み
で
は
、
普
通

会
計
で
、
１
億
１
，
７
８
２
万
円
の

黒
字
、
特
別
会
計
６
，
１
３
４
万
円
の
赤
字

で
主
な
要
因
は
、
国
保
会
計
で
累
積
赤
字
が

約
６
億
９
，
５
０
０
万
円
で
平
成
22
年
度
で

は
、
７
億
円
の
大
台
を
越
え
る
の
が
間
違
い

な
い
状
況
で
す
。
企
業
会
計
で
は
、
水
道

会
計
１
，
４
０
５
万
円
の
黒
字
、
病
院
会
計

１
億
４
，
０
５
５
万
円
の
黒
字
で
す
。
連
結

決
算
の
実
質
赤
字
比
率
の
推
移
で
は
、
平
成

19
年
度
11
・
86
％
、
平
成
20
年
度
６
・
58

％
、
平
成
21
年
度
見
込
み
が
３
・
41
％
で
相

当
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
。
基
金
残
高
の
推
移

は
、
平
成
13
年
度
14
億
８
，
７
７
０
万
円
が
、

平
成
21
年
度
見
込
み
で
、
22
億
８
３
１
万
円

で
す
。
交
付
税
は
平
成
13
年
度
と
比
較
し
て
、

約
８
億
円
減
少
し
て
い
ま
す
。
今
後
川
崎
町

は
国
保
税
の
赤
字
を
い
か
に
減
ら
す
か
が
課

題
と
な
り
ま
す
。

的
知
見
を
必
要
と
す
る
こ
と
か
ら
、
文
化
財

専
門
委
員
会
を
設
け
、
担
当
職
員
と
連
携
し

な
が
ら
事
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

文
化
財
の
価
値
観
が
多
様
化
す
る
中
で
、

本
町
で
は
人
材
や
財
源
の
確
保
が
課
題
と
な

っ
て
お
り
、
広
域
的
に
取
り
組
む
こ
と
も
必

要
な
こ
と
か
ら
、
ま
ず
全
体
計
画
を
策
定
し
、

実
行
、
検
証
を
行
う
よ
う
指
摘
し
ま
し
た
。

平成22年７月９日
結果 項目

ゴ
ミ
散
乱
防
止
条
例
の

有
効
性
は

条
例
の
改
廃
を
検
討

平
成
20
年
10
月
に
「
環
境
保
全
条
例
」

が
施
行
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
６

年
施
行
の
「
ゴ
ミ
散
乱
防
止
条
例
」
と
の
整

合
、
有
効
性
を
確
認
す
る
た
め
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
は
、「
空
き
缶
ポ
イ
捨
て
」
の

元
凶
を
自
動
販
売
機
と
し
設
置
の
届
け
出
を

義
務
付
け
て
い
ま
す
が
、
そ
の
事
務
は
有
名

無
実
化
し
て
お
り
、
現
実
に
そ
っ
た
形
で
改

廃
す
る
よ
う
、
ま
た
、
環
境
美
化
の
実
を
上

げ
る
た
め
に
も
環
境
基
本
計
画
の
策
定
を
急

ぐ
よ
う
指
摘
し
ま
し
た
。

平成22年７月26日
結果 項目

町
立
愛
光
園
の
経
営
と

将
来
展
望
は

定
員
割
れ
が
進
ん
で
い
る

平
成
20
年
７
月
に
一
度
調
査
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
以
後
、
特
別
な
対
応
が
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建
設
産
業
常
任
委
員
会

平
成
22
年
７
月
12
日
～
14
日
の
集
中
豪

雨
に
よ
り
、
川
崎
町
内
で
災
害
が
発

生
し
た
箇
所
の
現
地
調
査
を
、
７
月
14
日
の

平成22年７月14日
結果 項目

大
雨
に
よ
る
災
害
箇
所
の

調
査

町
内
18
箇
所
を
現
地
調
査

認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
追
跡
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

　

財
政
再
建
の
観
点
か
ら
町
立
病
院
、
町
立

保
育
所
の
民
営
化
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
町
立
老
人
福
祉
施
設
「
愛
光
園
」

に
つ
い
て
は
、
将
来
ど
う
す
る
の
か
方
針
を

決
め
か
ね
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

施
設
の
現
況
は
、
定
員
50
名
に
対
し
て
入

所
者
25
名
で
、
著
し
い
定
員
割
れ
を
き
た
し

て
い
ま
す
。
一
方
、
職
員
は
入
所
定
数
50
名

に
対
応
し
て
18
名
が
配
置
さ
れ
、
そ
の
結
果

総
事
業
費
の
約
75
％
が
人
件
費
と
な
っ
て
い

ま
す
。
財
政
再
建
が
求
め
ら
れ
る
中
、
施
設

の
存
廃
に
つ
い
て
早
急
に
方
針
を
示
す
よ
う

指
摘
し
ま
し
た
。

平成22年８月９日
結果 項目

子
宮
頸
が
ん
の
予
防
対
策
は

検
診
は
実
施
す
る
が
、

予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
は

財
政
的
に
難
し
い

子
宮
頸
が
ん
予
防
事
業
に
つ
い
て
は
、

６
月
補
正
予
算
で
１
７
０
万
円
の
検

診
委
託
料
を
計
上
。
し
か
し
、
21
年
度
の
婦

人
科
検
診
受
診
率
は
20
・
１
％
と
低
調
で
あ

り
、
む
し
ろ
住
民
の
健
康
意
識
の
啓
蒙
啓
発

が
必
要
。

　

し
た
が
っ
て
、
21
年
７
月
に
施
行
さ
れ
た

町
民
健
康
づ
く
り
推
進
条
例
の
確
実
な
運
用

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

子
宮
頸
が
ん
は
、
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
予
防

が
可
能
と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
３
回
の
接

種
で
５
万
円
程
の
費
用
が
か
か
り
ま
す
。
自

治
体
に
よ
っ
て
は
補
助
金
を
出
し
て
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
国
が
助
成
制
度
を

設
け
る
よ
う
に
と
意
見
書
提
出
す
る
こ
と
を

委
員
会
決
議
し
ま
し
た
。

田
川
郡
内
の
道
の
駅
を
視
察

平
成
22
年
８
月
９
日

当
初
調
査
を
予
定
し
て
い
た
築
上
町
の

蔵
内
邸
が
、
ま
だ
買
収
に
係
る
契
約

の
議
会
の
議
決
が
さ
れ
て
な
い
と
い
う
こ
と

で
、
予
定
を
変
更
し
て
香
春
町
と
大
任
町
の

道
の
駅
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
ま
ず
、
昨

年
10
月
に
国
道
２
０
１
号
線
の
仲
哀
ト
ン
ネ

ル
の
手
前
に
、
総
事
業
費
８
億
１
，
６
０
０

万
円
を
か
け
て
完
成
し
た
香
春
の
道
の
駅
で

す
が
、
道
の
駅
と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
た

め
の
休
憩
、
情
報
コ
ー
ナ
ー
の
他
に
物
産
直

売
所
、
加
工
所
、
飲
食
コ
ー
ナ
ー
、
コ
ン
ビ

ニ
等
の
施
設
が
整
備
さ
れ
、
非
常
に
感
じ
の

よ
い
施
設
で
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
国
道
３
２
２
号
線
バ
イ
パ
ス
か
ら
、

大
任
町
役
場
方
面
へ
曲
が
っ
た
と
こ
ろ
に
現

在
建
設
中
の
大
任
の
道
の
駅
で
す
が
、
10
月

の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
多
く
の
業
者
が
入
っ

て
急
ピ
ッ
チ
で
工
事
を
し
て
い
た
た
め
、
車

中
よ
り
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
大
任
の
道
の

駅
は
、
休
憩
、
情
報
コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
に
、

物
産
館
、
温
泉
施
設
、
子
供
遊
具
広
場
等
、

総
事
業
費
は
20
億
円
を
超
え
る
大
変
大
型
な

施
設
で
あ
り
、
完
成
後
に
も
う
一
度
現
地
調

査
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

午
前
10
時
30
分
か
ら
午
後
３
時
ま
で
行
い
ま

し
た
。
被
災
の
状
況
は
法
面
等
の
土
砂
崩
れ

８
箇
所
、
水
位
の
上
昇
に
よ
る
被
害
７
箇
所
、

道
路
の
陥
没
、
亀
裂
等
３
箇
所
で
あ
り
、
災

害
箇
所
で
は
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
で
覆
っ
た
り
、

土
の
う
を
設
置
す
る
な
ど
、
２
次
被
害
防
止

の
対
策
が
町
の
対
策
本
部
に
よ
り
既
に
実
施

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

▲道路の陥没、亀裂がはげしい現場

▲愛光園老人ホーム

▲大任町道の駅
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　「なつかしいと言
う感情表現は

日本固有のもので、
外国にはな

い」とある精神科医
が話していた

のを聞いたことがあ
る。薄情、ド

ライな世相が広がる
今日、にわか

には信じがたい主張
だ。▲ただ認

知症患者の過去への
回帰は共通的

で、昔のことをしょ
っちゅう「な

つかしく」思い出す
傾向にあるよ

うだ。▲過日、安宅
で彼岸花祭り

が開催されたが、酷
暑の影響か残

念ながら開花がずれ
てしまった。

たんぼの稲穂が実る
ころ怱然と咲

く赤い花。暑さ寒さ
も彼岸まで。

日本の風土、歴史が
国民の気質を

作る。▲先祖を敬い
、義理人情を

大切にし、彼岸花を
見て「故郷を

なつかしむ」川崎っ
子に育って欲

しいものだ。

議会だより編集特別
委員会

画 龍 点 晴

　川崎町の玄関口にひときわきれいに清掃され、美しい花が植えられ
た会社「みづま」があります。今回は、その（株）みづまの廣滝孝行
社長にお話を伺いました。

　川崎町の玄関口にある会社が
きれいになれば、川崎町を訪れ
た人は、川崎町はきれいなとこ
ろね、大きなおしゃれな会社も
あるね、と感じ、それが川崎町
全体のイメージになっていくと
思います。会社はもちろん、周
りもきれいにすることによって、
道行く人が、花壇にきれいな花
が植えられていると癒され、気
持ちのよい時間を過ごせる、そ
ういう思いから会社周辺を毎朝
社員がきれいに清掃し、心をこ
めて花を植えています。きれい
な所にごみを捨てる人はいませ
ん。清掃することによって、会
社の環境がよくなり、朝の清掃
でその後の仕事に気持ちよく取
り組め、仕事の能率も上がります。
まずは環境から。
　町議員が動くと町職員が動く、
そして行政区が動き、町民全体
につながっていくと思います。
環境から変えていくことが大切
です。

　私の願いは、この川崎町の入
り口である会社周りをきれいに
することで、奥の川崎町もよく
なるはずであり、子ども達の安
全のためにも町全体で清掃に取
り組んでほしい。私の会社は地
域密着で、地域に貢献し、川崎
町がよくなることを心から望ん
でいます。

”

まずは環境から”この世の中、
自分のことだけを考えがちです
が、自分の周りのこと、川崎町
全体のことに目を向け、一人ひ
とりが行動することで、川崎町
は確実にイメージアップできる
と思います。廣滝社長には、と
ても大切なことを教わりました。
ありがとうございました。これ
からも川崎町議会・川崎町にご
協力よろしくお願いいたします。

議
会
日
誌

７
月

常
任
委
員
会　

６
日　

建
設
産
業
委
員
会

９
日　

民
生
文
教
委
員
会

13
日　

総
務
委
員
会

14
日　

建
設
産
業
委
員
会

20
日　

民
生
文
教
委
員
会

26
日　

民
生
文
教
委
員
会

26
日　

建
設
産
業
委
員
会

特
別
委
員
会　

14
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

20
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　

 

６
日
、21
日

８
月

臨
時
議
会　
４
日

常
任
委
員
会　

３
日　

総
務
委
員
会

４
日　

建
設
産
業
委
員
会

９
日　

民
生
文
教
委
員
会

９
日　

建
設
産
業
委
員
会

18
日　

建
設
産
業
委
員
会

23
日　

民
生
文
教
委
員
会

24
日　

総
務
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

 

２
日
、
20
日
、
31
日

９
月

定
例
議
会

３
日　

本
会
議
（
初
日
）

６
日　

常
任
委
員
会

８
日　

本
会
議
（
中
日
）

９
日　

常
任
委
員
会

10
日　

補
正
予
算
特
別
委
員
会

13
日　

決
算
特
別
委
員
会

14
日　

決
算
特
別
委
員
会

15
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

16
日　

本
会
議
（
最
終
日
）

常
任
委
員
会　

28
日　

建
設
産
業
委
員
会

特
別
委
員
会　

22
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　

 

７
日
、
28
日

全
員
協
議
会　
28
日

［廣滝社長］

まずは

”

環境”から…

12

傍 聴 席 ・ 議 会 日 誌

　１０月７日、鹿児島県大崎町議会議員１６
名が、議会運営、川崎町議会基本条例までの
取り組みについて研修するため、視察に訪れ
ました。

和歌山県日高郡
町議会事務協議会が来町

　１０月１９日、和歌山県日高郡町議会事務
協議会の職員９名が、川崎町議会基本条例制
定に至るまでの取り組み等について、研修に
訪れました。

鹿児島県大崎町議会が来町


